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l はじめに

AcetateFreeBiofiltration(以下AFB)は透析液

に酢酸､重炭酸を含まない変わりに､NaHC03を一

定流量で血液回路より体内に持続注入することで､

pH､HCO3~を維持している｡そのため､治療時間

が変更となり延長することで酸塩基平衡のバランス

が崩れてしまう可能性がある｡そこで今回我々は治

療時間延長による影響を ECUM と比較､検討を行

ったのため､報告する｡

11 対象

慢性糸球体腎炎によって透析導入となった､透析

歴 10年の患者1名｡水分コントロール不良のため､

体重増加が 4.0- 9.4%と多く､心機能低下に伴う

透析困難症と透析中の低血圧持続から2005年 4月

18日よりAFB導入となった｡

= 治療条件

血流量 200mlJmin

透析液流量 500mL血血

補液速度 1.62IJIlr

ダイアライザ PS･1.6H⑧

透析液 バイフィルS⑧

補液 炭酸水素ナトリウム補充液⑧

透析装置 DBG-02

上記条件に加え､透析開始時にメチル酸アメジニ

ウム 10mg､透析中血圧低下時には塩酸ミドドリン

2mgを内服､ノルアドレナリン製剤を1時間あたり

0.1mgから0.4mg血液回路より投与している｡
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Ⅳ 方法

休重増加時の除水に伴う時間延長分をAFB､

ECUM で施行し､それぞれAFB群､ECUM群と

した｡

両群で治療開始時(以下HD前)､2時間､4時間､

4時間30分､5時間(以下HD後)の計5回をシャン

トの動脈側から採血し､血液ガス分析を行い､これ

を各群で6週ずつ行った｡

各群間でのパラメーターの比較はpairedt検定に

て行い､有意差pく0.05､より有意なものをp<0.01

とする｡

V 結果

図1が示すように両群を比較すると､pHは4.5Hr､

5Hrにおいては非常に有意差がみられた｡
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図1AFB群とHCO3~群のpH比較

図2が示すようにHCO3~もpHと同様に4.5Hr､

5Hrに大きな有意差がみられた｡

AFB群はECtJM 群と比較し､4.5Hr､5Hr､には

代謝性アルカローシスが有意に進行していた｡

図3が示すように各群間での経時的変化を比較す

ると､ECUM群の4Hr以降における､pHは有意差
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がなく､代謝性アルカローシスの進行が有意に抑え

られて

図3が示すように各群間での経時的な変化を比較

すると､ECIJM群の4Hr以降においてpHは有意

差がなく､代謝性アルカローシスの進行が有意に抑

えられていた｡
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図2 AFB群とHCO3~群の比較

図3 名群間での時系列比較

図4 各血圧比較

図4が示すようにECUM 群においては4Hr､

4.5Hrの収縮期､拡張期､平均血圧が有意に上昇し

ていたのに対して､HD後では有意差は見られなか

った｡これはノルアドレナリン製剤の使用回数が

AFB群で6回であったのに対し､ECUM 群では12

回と多かったことによる影響と思われる｡
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Ⅵ まとめ

規定時間以上にAFB治療を施行した場合､代謝性

アルカローシスがより強まり､胸痛や疫撃､テタニ

ー等の症状があらわれる可能性があるが.A本症例で

は有害事象は認められなかった｡

AFBにおいて除水目的での延長時にはAFBを継

続するよりECUM に変更し､除水を施行したほう

が代謝性アルカローシスの影響が少なくなり､安全

な治療を行えると思われる｡
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